


















































































































































































































































































































































































































（2）  もともと小原・浅田・鈴木編（2004）で提唱された PBSCおよび PBGTは，PMCC（現 PMAJ）により発














































































































































本稿は，わが国発のプロジェクトマネジメントの知識体系である Program  &  Project 
Management  For  Enterprise  Innovation（以下 P2M）にそった，組織における予算管理
の在り方をまとめたものである。
P2Mは，プログラムを戦略実現のためのシナリオ，プロジェクトをシナリオ実行のた
めの活動と位置付けて，組織の活動の中心におき，組織が価値創造や変革を成し遂げるこ
とに貢献することを目的とする。組織の予算はプログラムとプロジェクトを優先して編成
される。
しかし組織の予算管理が実際には職能部門中心に実施されるため，プログラムおよびプ
ロジェクトが予算上制約をうける可能性がある。そのような事態を避けるための P2M
ベースのフレームワークが PBSCと PBGTであり，プログラムとプロジェクトにバラン
ス・スコアカードで想定されるような評価指標を設定してマネジメントを行おうとするの
が PBSCであり，そのための予算管理のフレームワークが PBGTである。
今後，組織においてプログラムとプロジェクトをベースとする予算管理の実現につい
て，PBSCおよび PBGTの実導入を通じた検証が必要である。
